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3.2 補修工法の検討 

(1)豊平峡ダムの条件 

補修工法を検討するに際して、考慮すべき豊平峡ダムの条件は以下のようである。 

 
 

(2)止水処理方法の方針 

 
 

(3)補修材料に対する要求性能 

前 2 項から、補修材料に対する要求性能と評価項目を整理し、表 3.1 に示す。 

 
表 3.1 補修材料に対する要求性能と評価項目 
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(4)補修工法検討フロー 

補修工法の検討フロー（平成 14 年度途中現在）を図 3.3 に示す。 

先ず、止水材料の一次選定として、カタログおよびメーカー聞取りにより、表 3.2

に示す 92 種類の材料から図 3.3 の表面被覆材 5 種、充填材 5 種を選定した。次に、

室内材料試験により各 1 種に絞込み、現地試験施工(その 1)および室内試験(材料の組

合せ、溝形状の評価)へと進めた。さらに、図 3.3 に示す試験施工(その 2)や品質確認

室内試験を経て、工法を確立する予定である。 
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